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親子のコミュニケーションなどによって育まれる家族の
きずなや家庭のルールづくり、子どもたちの基本的な生
活習慣づくりを考えませんか。
問合学校教育課  ☎32-8028  N34-4379

家庭教育だより №31
はぐくみ

● 「フィルタリング（有害サイトへのアクセスを制限する
サービス）」を活用する

　もうすぐ夏休みがやってきますね。自由時間が増える夏休みにはお子さんがインターネットを
利用する機会も多くなるのではないでしょうか。友達とコミュニケーションをとったり調べ物を
したり、子どもたちにとって便利で身近なツールであるインターネットですが、一方でトラブル
に巻き込まれる危険性も。安全な利用について、夏休み前に改めて家族で考えてみませんか。

インターネットの安全な使い方について家族で考えてみよう

 参考：（公財）愛知県教育振興会　子とともに　ゆう＆ゆう2018年8月号
　　　政府広報オンライン　https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201303/3.html
　　　総務省　https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/jireishu.html

楽しさの裏に潜むインターネットトラブル

SNSがきっかけとなり、お小遣い
稼ぎのつもりが知らない間に犯罪
の手伝いをさせられているケース
が起きています。「高額バイト」な
どの情報には注意しましょう。

誹
ひぼうちゅうしょう

謗中傷は人を傷つける行為です。
そのつもりがなくても相手に意図
を誤解されることもあるので、相
手の立場になって、送信する前に
一度読み返してみましょう。

保護者が知っておきたいこと・できること

　デジタル・ネイティブ世代とも呼ばれる今の子どもたち。将来、効果的にインターネッ
トなどを活用しデジタル社会の一員としてモラルを持って行動できるよう自律性を高め、
正しい行動を自分で選択できるような力を身につけていくことが必要です。保護者として
もインターネットのリスクをしっかりと認識しつつ見守っていくことが重要です。

個人情報の流出 「闇バイト」で犯罪に加担SNS上の悪口・すれちがい

SNSなどから個人情報が特定され、
嫌がらせを受けるなどの被害が発
生しています。SNSなどに安易に
個人情報を記載しないようにしま
しょう。

　子どものインターネットやSNSの利
用状況については、定期的に家族で
確認しましょう。万が一トラブルが起
きた場合には、子どもが一人で抱え込
まずすぐに保護者に相談するよう、普
段からよく話し合っておきましょう。

● 「ペアレンタルコントロール（子どもが利用するゲーム
や映像、インターネット上のコンテンツなどに対し保
護者が制限をかける機能）」を活用する

●    家庭内でルールを作る
例えば…

　①利用する時間や場所を決める
　②利用する目的・内容をあらかじめ決めておく
　③困ったらすぐ家族に相談する　　　　　　　　


